
社会基盤は大きく二つの役割があります。一つ目は、多くの自然災害に見
舞われる日本においてダムや砂防堰堤、堤防や防波堤などの施設によって
国民の生命と財産を守ること。二つ目は、道路や鉄道、橋、トンネル、港湾、
空港などの施設と通信や電気、ガス、上下水道などのライフラインによっ
て国民の生活と経済を支えることです。
私たち建設コンサルタントは、これらの社会基盤整備に関する、企画立
案、調査、計画、設計から施工管理、維持管理に至るまで、技術サービス
を提供する技術者集団です。
私たちは、エンドユーザーである国民の生命と財産を守り、生活と経済を
支えるよりよい社会基盤整備に向け、事業者である国や地方自治体、民
間企業や海外政府の良きパートナーとして、高い専門性と技術力で応えて
います。

建設コンサルタントとは

一般社団法人建設コンサルタンツ協会
本　　　部	 〒102-0075  東京都千代田区三番町1（KY三番町ビル 8F）	 ☎ 03（3239）7992
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みなさまのご意見をお待ちしております。
当協会では、建設コンサルタントの活動等を社会に広報することを目的として、
広報誌『Civil Engineering Consultant』を年4回発行し、中央官庁や地方自
治体等の公共機関、教育機関ならびに協会会員会社に対して約15,000部を配
布しています。
より充実した広報誌の実現に向け、本誌に対するご意見をお待ちしております。

【お問い合わせ】
一般社団法人建設コンサルタンツ協会

『Civil Engineering Consultant』編集担当
MAIL：project@jcca.or.jpまでお寄せください。

うけ容れることは難しいことの一つだと思う。
「四十にして惑わず」が僕の中にあり、受容す

るから惑うのだという誤解があった頃、特にその
感が強かった。ある時、業務で行動変容を促す側
に立った。極論、受け容れてもらわなくていい、受
容させなくていい、行動さえ変えてもらえれば…。葛藤中に気づ
いた。惑うとは変容を恐れること、惑わずとは意志を持って変容
も選べることだと。さて「六十にして耳順う」という。将来が楽し
み。（細谷）

ごまめの歯ぎしりとは、弱者がいくら騒ぎ立てても無駄だと
いう意味だが、SNSで個人が世界に情報を発信できるよ

うになり、これを覆す事例が増えているように感じる。ごまめは
田作りとも呼ばれ、かつて肥料として小魚が田畑に撒かれてい
たことに由来するらしい。時代とともに常識は変わっていくが、
変わらない人間の本質に本特集は迫ろうとした。働き方や暮らし
方など、行動変容が求められる時代にこそ、本質を見失わないよ
うにしたい。（加地）

けっか（結果）的には、20年近く続いてきた1月号の会誌編集
委員による土木遺産系を対象とした、取材執筆を断念せざ

るを得ませんでした。緊急事態宣言が解除された昨年5月、コロ
ナ禍収束の兆しが見えてきたようですが、9月の取材時における
不確実性が高く、1年延期と致しました。そのプランB企画となっ
たのが本号なのです。延期とはしたものの、はてさて今年、どうう
ごけば取材ができるのかは「ウィルスのみぞ知る？」。（塚本）

ばんそうこう（絆創膏）の進歩がすごい！ 湿潤療法を応用し
た製品は、1週間程度で傷がふさがるほど治りが早く、痕

跡も目立たちません。以前は感染症対策を優先し消毒・乾燥す
る治療が常識でした。治るまでに長期間かかりましたよね。常識
以前に、治っていないのにかさぶたを剥がしてやりなおす、を繰
り返したせいでしょうが…。新たな事実が発見され、また工夫が
重ねられ技術が形になり、行動変容につながる。そういうことな
のでしょう。（惣慶）

編集
後記
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